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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

デンプン平衡石仮説によると、シロイヌナズナ花茎における重力感受は内皮細胞内の比重の大きいアミロ

プラストの沈降によって引き起こされると考えられてきた。この仮説は多くの遺伝学的・生理学的解析に

よって支持されているが、その多くは間接的データに基づいており、直接的検証はされてこなかった。本

研究では、アミロプラストが重力方向に沈降せず、かつ1gで花茎重力屈性を示さないsgr2変異体に着目し

、アミロプラスト動態と重力感受の関係を遠心顕微鏡を用いて検証した。1g で重力屈性を示さないsgr2
変異体は、10gの過重力に対して殆ど重力屈性を示さないが、30ｇを負荷することで有意に重力屈性を示

すことが分かった。遠心顕微鏡を用いた過重力中のアミロプラストのリアルタイムイメージングを行った

結果、sgr2変異体のアミロプラストは10ｇでは一部のアミロプラストが僅かに動く程度であるが、30gで
大部分のアミロプラストが過重力方向に沈降することが明らかになった。これらの結果は、アミロプラス

トの重力方向への沈降が重力感受をトリガーするというデンプン平衡石仮説を強く支持するだけではな

く、sgr2変異体には重力受容機構は存在するが、1gではアミロプラストの運動が極度に制限されているが

ために重力感受できないという新たな生理学的解釈を与える。更に本年度は、アミロプラスト内にデンプ

ンが蓄積していない重力屈性変異体(pgmおよびeal1変異体)の解析も行った。その結果、これらの変異体

のアミロプラストは過重力を負荷してもアミロプラストが正常に沈降せず、この過重力条件での重力屈性

も弱かった。この結果は、デンプンの蓄積によるアミロプラストと細胞質との密度差が、重力受容に関わ

る沈降に重要であることを示唆する。 
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11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
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International Conference on Arabidopsis Research June 30-July 4, 2009  Edinburgh, UK 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

豊田 正嗣 植物の重力受容を生物物理で斬る 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ ０ ）件   
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 
 
 
 


